
 

16. mustの否定形 must not ・ You must not eat or drink anything. 

この標識知っている？ 

 

目標：タスクを通して助動詞 mustの否定形 must notを使えるようになる。 

対象：中学 2年生 

時間：20分 

準備：ワークシート 

 

このタスクの進め方 

 

〇Pre-task 

1. 教師は生徒に身近な施設に関するヒントを must notを使って話し、メモをさせる。 

 

 

 

 

 

2. 同じ内容の会話を読み上げ、正しいほうを選んでもらい、答え合わせのあとに繰り返し

読む。 

3. 助動詞 mustの否定形 must notの形式と意味に気づかせる。 

 

〇Task 

1. 生徒を Aと Bに分けて、様々な標識についてペアと話し合って information gapの活動

をする。 

2. どのようにペアワークをするか実際に model dialogを使ってデモを見せる。 

3. 難しい単語の確認をし、ペアとの活動でわかったことを空欄に記入する。 

 

ワンポイント・アドバイス 

 

・Step 3において、must notと don’t have toの使い分けに注意するよう説明を加え

る。 

 

                                 （藤井茉里菜） 

（例） 1: You must be quiet. You must not eat or drink anything. 

       2: You must study hard. You must not in the corridors. 

       3: You must play sports. You must not wear your sneakers. 




